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　私たち福祉作業所では週２回、マルシェトイレを

ピカピカにお掃除しています。使う人みんなに喜ん

でもらえるよう頑張っています。

　夏に向けて裏の花壇に花を植える予定です。トイ

レ裏の道を通る人が見て楽しんでもらえたら嬉しい

です。



前年度比 １億２,５００万円の増額（２.６６％増）
主に国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業」による増額

令和４年度　一般会計予算

歳入歳出　４８億１，６００万円

■主要事業
（　　）内は町一般財源以外の財源　　　　　　　　　　　　　   ( 単位：万円 ) ※千円未満切り捨て

事　　業　　名　　等 予算額 新規

ふるさと納税促進事業　※返礼品等 3,483

街なか賑わい整備計画策定業務委託　（土地開発基金 250 万円） 250 ●

旧西牧西小学校グラウンド擁壁修繕　（公共施設等整備基金 300 万円） 330 ●

旧北小学校グラウンド遊具撤去　（公共施設等整備基金 100 万円） 110 ●

成人男性に対する風しん追加対策　（国 35 万円）　 100

新型コロナウイルスワクチン接種事業　（国 1,257 万円）　 1,257

下仁田南牧医療事務組合負担金 
（交付税 2 億 2,105 万円 ・ 過疎債 4,910 万円 ・ ふるさと下仁田応援基金 1,750 万円）　

3億4,713

甘楽西部環境衛生施設組合負担金　（ゴミ袋販売差金 235 万円） 1億 6,237

広域市町村圏振興整備組合消防 ・ 医療対策 ・ 事務費負担金 2億 2,899

農業次世代人材投資資金　（県 150 万円） 150

有害鳥獣駆除対策　（県 1,084 万円） 1,821

地域おこし協力隊事業　　※農林部門２名 777

特用林産物生産活力アップ事業補助金　（県 473 万円） 568

下仁田町ぐんまの木で家づくり支援事業 120

ぐんま緑の県民基金事業　（県 1,097 万円 ・ ふるさと下仁田応援基金 220 万円） 2,150

森林経営管理事業　（森林環境譲与税 3,901 万円 ・ 森林環境譲与税基金 2,340 万円） 6,241

県単林道改良事業　（県 1,500 万円 ・ 過疎債 1,500 万円） 3,000

急傾斜地崩壊対策事業受益者負担金　（防災対策事業債 380 万円） 380

創業支援事業補助金 313

公共土木施設維持補修　（道路使用料 75 万円 ・ ふるさと下仁田応援基金 220 万円） 3,151

過疎道路 （基幹） 整備　（過疎債 7,690 万円） 8,240

橋梁維持管理　（国 2,956 万円 ・ 過疎債 2,400 万円） 5,713

交通安全施設整備 257

河川改良費　（緊急自然災害防止対策事業債 4,070 万円） 4,070

吉崎団地改修工事　（国 250 万円 ・ 使用料 8 万円 ・ 公営住宅債 370 万円） 628
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（　　）内は町一般財源以外の財源　　　　　　　　　　　　　   ( 単位：万円 ) ※千円未満切り捨て

事　　業　　名　　等 予算額 新規

消防自動車購入　※第３分団第３部　（過疎債 2,140 万円） 2,143 ●

旧消防詰所解体工事　※土谷沢 ・ 安楽地 320 ●

中学校海外派遣代替事業　（ふるさと下仁田応援基金 300 万円） 361 ●

風穴バス運転委託　（寄附金 18 万円 ・ ふるさと下仁田応援基金 170 万円） 189

ジオパーク運営　（諸収入 1 万円） 519

給食配送車購入　（過疎債 510 万円） 510 ●

学校給食センター調理等業務委託 2,940

給食物資購入事業 
（南牧村負担金 301 万円 ・ 給食費納入金 363 万円 ・ ふるさと下仁田応援基金 1,330 万円）

2,005

荒船風穴保存活用計画 ( 改訂版 ) 策定業務 　（国 120 万円 ・ 県 60 万円） 243

荒船風穴サイン ( 総合案内標識 ) 整備工事　（国 1,307 万円・県 653 万円・過疎債 990 万円） 2,960 ●

荒船風穴史跡追加用地購入 （荒船風穴基金 600 千円） 678

ALT 招致　外国語指導助手２名分 923

中学校校舎屋上防水改修工事　（過疎債 460 万円） 462 ●

馬山多目的集会施設設計委託料　（過疎債 220 万円） 224 ●

中学校屋外運動場照明施設撤去工事 350 ●

文化ホール外壁改修工事　（過疎債 1,170 万円） 1,177 ●

●定住促進事業                                 　                 ( 単位：万円 ) ※千円未満切り捨て
ねぎとこんにゃく下仁田奨学金事業 
（奨学金基金763万円・ふるさと下仁田応援基金1,200万円・地方創生応援税制500万円「企業版ふるさと納税」）

2,764

定住促進奨励金　※１戸 25 万円　（ふるさと下仁田応援基金 250 万円） 250

空き家等利活用事業補助　（ふるさと下仁田応援基金 330 万円） 330

移住支援金補助金　（県 150 万円） 200

●少子高齢化対策事業                                 　      ( 単位：万円 ) ※千円未満切り捨て

出産祝金　※ 1 子 5 万 ・ 2 子 10 万 ・ 3 子 20 万　（ふるさと下仁田応援基金 160 万円） 160

集落高齢者等タクシー利用券交付 240

入学祝金
※祝金3万円＋商品券2万円　小学校入学25人・中学校入学28人　（子育て支援基金265万円）　

265

幼児教育 ・ 保育施設利用者副食費無料化事業　（下仁田町子育て支援基金 183 万円） 183

福祉医療費助成医療費分　※子どもの医療費助成拡大分 190 ●

保育士等処遇改善臨時特例事業　（国 167 万円） 167 ●

不妊不育治療費助成　（ふるさと下仁田応援基金 100 万円） 100
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●新型コロナウイルス感染症対策費

事業費総額１億３,０７５万円（財源として国の交付金１億１,０７６万円）( 単位：万円 ) ※千円未満切り捨て

事　　業　　名　　等 予算額 新規

庁舎等感染防止対策事業 （手指消毒液等購入及び換気扇６基設置） 29 ●

集会所等感染防止対策事業 （町内７２ヶ所の集会所等にマスク及び消毒液を配布） 44

公共交通対策支援 
感染症の影響により、 上信電鉄利用観光客や町民利用が減少していることから、 事業者支援及び経済対策とし
て町民及び来訪者の上信電鉄利用促進を図る。 町内飲食店利用者に上信電鉄利用引換券を配布及び貸切車
両代補助

260 ●

下仁田小中学校感染症防止対策施設整備事業 
（小中学校のトイレ洋式化及び水道自動水栓化により、 児童生徒の感染リスクを軽減）

1,359 ●

遠隔・オンライン学習の環境整備、 GIGA スクール構想への支援事業 
（オンライン ・ 遠隔授業のための環境整備として、 学校内のＷｉ－ｆｉアクセスポイント増設）

132 ●

社会体育施設感染予防対策事業 
（各社会体育施設のトイレ洋式化及び水道自動水栓化により、 利用者の感染リスクを軽減）

774 ●

サニタリーサポート事業 
（感染症の影響により、 長期的な不況による経済的困窮等の理由で、 生理用品購入困難者への支援）

10 ●

下仁田町高齢者等おでかけ支援タクシー利用券交付事業 
身体状況により町営バス等の利用が難しい移動手段のない高齢者等に、 町内利用のタクシー券を交付し、 閉じこ
もり等防止や健康及び福祉増進を図る

300 ●

新型コロナウイルス集団発生対策事業 
企業等の従業員が感染した際、 濃厚接触者以外の接触者の PCR 検査に検査料助成を行い、 企業クラスター
の発生を防ぎ、 事業継続を支援

60

下仁田ぐるめぐりチケット事業 
（プレミアム付チケットを販売し、 住民及び道の駅来訪者を街中に誘導することで経済の活性化を図る）

763 ●

下仁田町ウィズ・アフターコロナ観光支援事業 
（日帰りツアーを行う旅行会社に対して助成を行い、 観光誘客を推進）

315 ●

イベント感染予防対策事業 
感染予防対策のため、 サーモカメラや入場ゲート用テント、 消毒液用スタンドなどを購入し、 町や観光振興団体等
で開催するイベント時に利用

136 ●

蒟蒻消費拡大推進事業 
（コロナ禍で物産展等が中止となり、 PR 不足の結果、 売上が落ち込んでいる特産品の蒟蒻の消費拡大を促す）

126 ●

地域情報配信事業 
ウィズコロナ・アフターコロナに向け、飲食店や観光施設、イベント、道路や災害など様々な情報発信を可能とするディ
スプレー表示機器を道の駅しもにた内の観光案内所に設置し、 観光客の街なかへの誘客と利便性の向上を図る

550 ●

燃料購入費助成事業 
燃料価格高騰の影響を受けている町民及び事業者の負担軽減のため、 町民には定額の燃料券、 事業者には使
用した燃料購入額の一定額を超えた分を助成

4,342 ●

観光施設感染防止対策事業 
（ほたる山公園のトイレ洋式化及び水道自動水栓化により、 来訪者の感染リスクを軽減）

345 ●

水道料金支援事業 
（事業者 ・ 町民等の負担軽減を図ることを目的に、 ６カ月分の水道料金基本料金及びメータ使用料を全額免除）

3,527

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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３
月
定
例
会
の
概
要

▼
８
日
　
開
会
日

　

会
期
を
18
日
ま
で
と
す
る
決

定
及
び
一
般
質
問
３
名

▼
10
日
　
議
案
の
上
程
・
採
決

・
専
決
処
分
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
人
権
擁
護
委
員
候
補

者
の
推
薦
に
つ
い
て
）
他
全
５

議
案
を
上
程
承
認

・
下
仁
田
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
他
全
３

件
の
人
事
案
件
を
同
意

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て
他
ｚ
全
16
議
案
を
上

程
可
決

・
令
和
３
年
度
下
仁
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
６
号
）
や

令
和
４
年
度
下
仁
田
町
一
般
会

計
予
算
他
全
11
議
案
を
予
算
決

算
特
別
委
員
会
に
付
託

・
陳
情
２
件
を
総
務
及
び
社

会
経
済
常
任
委
員
会
に
付
託 

▼
10
日
　
総
務
常
任
委
員
会

付
託
さ
れ
た
陳
情
の
審
査

▼
14
・
15
日

　
予
算
決
算
特
別
委
員
会

付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
査

▼
15
日
　

　
社
会
経
済
常
任
委
員
会

付
託
さ
れ
た
陳
情
の
審
査

▼
18
日
　
最
終
日
・
採
決

・
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）
他
全
11
案
を

可
決

・
陳
情
２
件
を
継
続
審
査
と
趣

旨
採
択

審議結果は１１・１２ページをご覧ください。

（ ）

（ ）



5

議員の諸給与の特例に関する条例
（議員月額報酬を、一律１９万９千円とする条例）

賛成多数(賛成８・反対３)で可決！

　下仁田町議会の議員の諸給与の待例に関する条例
　上記の議案を下記のとおり、地方自治法第112条及び下仁田町議会会議規則第14条の規定によ
り提出します。
　　令和４年３月８日

　下仁田町議会議長　島﨑紘一様

提出者　下仁田町議会議員　堀口博志
賛成者　同　小井土光弘、大手博幸、佐々木信也、岡田邦敏、木暮弘元、佐藤博、岡田武二

　下仁田町議会の議員の諸給与の特例に関する条例

　（趣旨）
第１条　この条例は、下仁田町議会の議員に支給する議員報酬の特例に関し必要な事項を定める

ものとする。
　（議員報酬の額の特例）
第２条　下仁田町議会の議員に支給する議員報酬の月額は、令和４年４月１日から令和５年９月
９日までの間においては、下仁田町議会の議員の諸給与支給条例（昭和31年下仁田町条例第
21号）第１条の規定にかかわらず、月額199,000円とする。

　　　附則
　（施行期日）
第１条　この条例は、令和４年４月１日から施行する。
　（失効）
第２条　この条例は、令和５年９月９日限り、その効力を失う。

【提出の理由】
　正副議長の２年毎の交代の慣例（申し合わせ）の取り扱いをめぐり、議会運営上の混乱を招い
たこと及び町民に不安と不信感を抱かせたことを鑑み、減額するものである。ただし、現議員の
議員任期までとする。

議
案
第
19
号

佐
藤
公
夫
議
員
　
議
員
報
酬
の
見
直
し
に
は

大
賛
成
で
す
。
附
則
を
外
し
た
ほ
う
が
望

ま
し
い
と
思
う
。
な
ぜ
、
現
議
員
限
り
の

改
定
で
す
か
。

提
出
者　

提
案
理
由
は
先
に
述
べ
た
と
お
り

で
す
。

佐
藤
公
夫
議
員　

現
職
議
員
に
限
ら
な
い
ほ

う
が
住
民
、
町
民
に
分
か
り
や
す
い
と
思

い
ま
す
が
。

提
出
者　

こ
の
提
案
が
最
良
と
思
っ
て
い
ま

す
。

佐
藤
公
夫
議
員　

議
長
報
酬
の
取
り
上
げ
と

感
じ
ま
す
が
。

提
出
者　

提
案
理
由
は
先
ほ
ど
述
べ
た
と
お

り
で
す
。

佐
藤
公
夫
議
員　

議
員
定
数
は
減
ら
さ
ず
、

報
酬
を
減
ら
す
提
案
を
し
て
い
た
だ
く
と

大
変
あ
り
が
た
い
。

提
出
者　

こ
の
提
案
が
今
は
最
良
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

岩
崎
正
春
議
員　

私
も
議
員
の
給
与
に
関
す

る
見
直
し
は
、
是
非
と
も
必
要
と
思
い
ま

す
。
提
案
に
当
た
っ
て
は
議
員
協
議
会
等

で
協
議
の
上
、
提
案
さ
れ
る
の
が
慣
例
で

す
。
い
き
な
り
本
会
議
に
上
程
さ
れ
た
と

い
う
例
は
無
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。

提
出
者　

議
員
と
し
て
の
提
案
で
す
。
提
案

し
た
議
案
に
つ
い
て
賛
否
を
願
い
ま
す
。

岩
崎
正
春
議
員　

議
員
提
案
を
す
る
こ
と
は

結
構
な
こ
と
で
す
が
、
慣
例
を
重
視
す
る

こ
と
を
大
義
に
不
信
任
決
議
案
を
出
さ
れ

た
わ
け
で
す
か
ら
、
最
後
ま
で
慣
例
を
重

視
す
る
姿
勢
を
貫
い
て
欲
し
か
っ
た
と
思

い
ま
す
が
。

提
出
者　

先
ほ
ど
か
ら
申
し
て
い
ま
す
よ
う

に
、
こ
れ
以
外
の
考
え
方
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
が
最
良
だ
と
思
っ
て
提
案
い
た

し
ま
し
た
。
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▼
主
な
質
疑

◆
令
和
３
年
度
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
６
号
）

【
歳
出
】

問 

※

繰
越
明
許
費
の
土
木
費
に

つ
い
て
。

答　

橋
梁
維
持
管
理
事
業
１
７　

９
０
万
円
は
、
東
野
牧
地
内

の
町
道
橋
森
平
橋
橋
梁
撤
去

工
事
で
す
。
令
和
４
年
１
月

14
日
に
契
約
、
工
期
は
３
月

31
日
ま
で
で
す
が
、
土
木
事

務
所
と
の
協
議
で
、
河
川
内

作
業
の
渇
水
期
実
施
を
指
導

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の

渇
水
期
間
中
に
河
川
内
作
業

完
了
が
困
難
な
た
め
、
秋
以

降
の
渇
水
期
に
実
施
予
定
で

す
。

　
　

河
川
費
の
治
水
砂
防
対
策

事
業
１
１
８
５
万
円
は
、
馬

山
地
内
の
砂
防
指
定
地
久
保

沢
法
面
対
策
工
事
で
、
現
在

は
仮
設
足
場
を
設
置
し
て
補

強
土
工
と
し
て
鉄
筋
挿
入
工

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
天

候
等
の
影
響

も
加
味
し
繰

越
明
許
と
し

ま
し
た
。

◆
令
和
４
年
度
一
般
会
計

　
予
算

【
歳
入
】

問　

充
電
イ
ン
フ
ラ
普
及
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
金
は
。

答　

道
の
駅
設
置
の
Ｅ
Ｖ
急
速

充
電
器
の
令
和
３
年
度
に
支

出
し
た
経
費
分
が
、
支
援
金

と
し
て
翌
年
度
に
入
金
と
な

り
ま
す
。
Ｅ
Ｖ
充
電
器
は
、

そ
の
普
及
の
た
め
、
電
力
会

社
や
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
出

資
す
る
日
本
充
電
サ
ー
ビ
ス

が
補
助
金
を
出
し
て
い
ま
す

が
、
道
の
駅
設
置
の
充
電
器

も
、
そ
の
補
助
金
を
活
用
し
、

平
成
26
年
度
に
設
置
し
ま
し

た
。
８
年
間
の
契
約
が
令
和

３
年
度
で
切
れ
る
た
め
、
現

在
の
設
置
場
所
の
無
償
提
供

を
条
件
に
、
維
持
管
理
費
全

額
と
破
損
時
の
撤
去
費
全
額

負
担
の
プ
ラ
ン
に
契
約
更
新

す
る
こ
と
で
、
電
気
料
、
保

守
点
検
費
用
、
保
険
料
の
予

算
計
上
が
不
要
と
な
り
ま
す

【
歳
出
】

問　

街
な
か
賑
わ
い
整
備
計
画

策
定
業
務
２
５
０
万
円
は
。

答　

施
設
建
設
あ
り
き
で
は
な

く
、
場
所
や
方
法
な
ど
に
つ

い
て
特
定
せ
ず
に
、
協
議
・

検
討
か
ら
広
く
意
見
を
求
め

て
、
一
か
ら
計
画
を
す
る
よ

う
に
と
の
指
摘
を
元
に
、
検

討
委
員
会
等
協
議
機
関
を
設

け
て
、
基
本
計
画
の
策
定
を

し
て
い
き
ま
す
。
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
か
ら
の
検
討
・
協
議
の
た

め
、
検
討
委
員
会
の
運
営
補

佐
や
意
見
を
ま
と
め
た
上
で

の
統
合
的
提
案
、
ま
た
、
簡

易
な
イ
メ
ー
ジ
図
の
作
成
な

ど
、
計
画
策
定
に
向
け
て
共

に
業
務
を
行
う
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
事
業
者
へ
、
業
務
委
託

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

消
防
費
の
総
合
事
務
組
合

負
担
金
３
４
６
万
８
千
円
は
。

答　

消
防
団
公
務
災
害
負
担
及

び
退
職
金
負
担
金
で
、
保
証

内
容
は
、
死
亡
及
び
重
度
障

害
が
２
３
０
０
万
円
、
入
院

７
日
以
上
１
日
１
５
０
０
円
、

通
院
１
０
０
０
円
で
す
。

　
　

ま
た
、
消
防
団
員
特
例
と

し
て
、
消
防
公
務
以
外
の
死

亡
時
で
も
、
家
族
救
済
金
と

し
て
１
０
０
万
円
を
支
給
で

き
る
制
度
と
な
っ
て
お
り
、

過
去
５
年
間
で
１
件
該
当
者

が
お
り
ま
す
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
費
の
内
、
燃
料
購

入
費
補
助
は
。

答　

燃
料
価
格
高
騰
の
影
響

を
受
け
て
い
る
町
民
及
び
事

業
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
町
民
に
は
定
額
で
１
世

帯
１
万
円
の
燃
料
購
入
券
、

事
業
者
に
は
月
５
０
０
ℓ
以

上
使
用
し
て
い
る
事
業
者
に

年
額
20
万
円
を
上
限
と
し
て

燃
料
高
騰
分
の
２
分
の
１
を

申
請
方
式
に
よ
り
給
付
し
ま

す
。

問　

使
用
量
の
確
認
は
請
求
書

等
添
付
か
。

答　

月
５
０
０
ℓ
以
上
の
使
用

確
認
を
行
う
た
め
、
請
求
書

や
領
収
書
な
ど
を
添
付
し
て

も
ら
い
ま
す
。

問　

複
数
種
類
の
燃
料
使
用
の

合
算
で
も
よ
い
の
か
。

答　

燃
料
は
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
、

灯
油
、
重
油
等
、
合
算
も
対

象
と
し
ま
す
。

問　

空
き
家
情
報
が
３
～
４
件

く
ら
い
し
か
な
い
が
、
空
き

家
対
策
の
見
解
は
。

答　

空
き
家
に
関
す
る
事
業
は

「
暮
ら
し
の
相
談
窓
口
」
事

業
と
し
て
下
仁
田
町
観
光
協

会
へ
業
務
委
託
し
て
い
ま
す
。

財
源
は
交
付
税
措
置
が
あ
り

ま
す
。　

　
　

令
和
２
年
度
実
績
は
、
相

談
82
件
、
内
覧
29
件
、
そ
の

内
、
売
買
７
件
、
賃
貸
５
件

の
契
約
が
成
立
し
て
い
ま
す
。

　
　

平
成
28
年
度
に
空
き
家
調

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
全

て
が
居
住
可
能
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
全
町
で
５
０
６
軒

で
し
た
。　
　
　
　

　
　

「
空
き
家
等
利
活
用
事
業
」

は
、
空
き
家
改
修
費
用
が
上

限
１
０
０
万
円
、
片
付
け
が

上
限
10
万
円
で
２
分
の
１
補

助
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
３
件
見

込
ん
で
い
ま
す
。

問　

空
き
家
等
の
再
調
査
を
し

た
ら
ど
う
か
。

答　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録

増
加
の
た
め
、
固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
同
封
し
て
い
ま
す
。
ま

た
３
～
５
月
の
町
広
報
誌
に

も
掲
載
予
定
で
す
。

問　

空
き
屋
を
借
り
る
の
に
、

月
に
３
～
４
万
円
支
払
う
の

は
、
長
く
借
り
る
間
に
は
大

変
に
な
っ
て
く
る
。
固
定
資

産
税
分
程
度
で
貸
し
出
す
よ

う
に
し
た
ら
ど
う
か
。

答　

い
ろ
い
ろ
な
手
法
を
考
え

な
が
ら
、
実
施
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
等
委
託
事

業
の
説
明
に
つ
い
て
。

答　

現
在
、
出
会
い
交
流
の
場

実
行
委
員
会
に
お
い
て
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
や
実
施
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
参
加
者
集
め

に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
や
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
中
止
等

も
あ
り
、
実
行
委
員
の
意
見

も
踏
ま
え
、
今
回
は
実
績
と

ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
民
間
業
者

に
委
託
し
ま
す
。
実
施
内
容

は
、
出
会
い
交
流
事
業
と
同

予

算

決

算

特

別

委

員

会

予
算
質
疑

※繰越明許費とは
歳出予算の経費の内、年度内にその支出が終わらない見込みのものについて、
予算の定めるところにより、翌年度に繰り越しして使用する経費のこと。
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予
算
質
疑 様

の
男
女
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

で
、
年
２
回
実
施
予
定
で
す
。

問　

放
射
性
物
質
検
査
機
器
保

守
手
数
料
32
万
１
千
円
に
つ

い
て
。

答　

保
健
セ
ン
タ
ー
設
置
の
、

町
民
か
ら
依
頼
さ
れ
た
食
品

の
放
射
能
濃
度
を
測
定
す

る
機
器
の
保
守
点
検
費
用
で

す
。

問　

検
査
件
数
及
び
結
果
は
。

答　

除
染
土
壌
仮
置
場
の
採
水

も
含
め
概
ね
年
40
件
程
度
検

査
し
、
そ
の
内
町
民
持
ち
込

み
の
食
品
等
は
10
件
程
度
で

す
。

　
　

検
査
結
果
は
、
放
射
性

物
質
が
検
出
下
限
値
以
下
か

１
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
で
す
。

問　

老
朽
空
家
除
却
費
補
助

は
。

答　

空
き
家
所
有
者
か
ら
申
請

さ
れ
た
物
件
に
つ
い
て
、
国

補
助
規
定
と
町
補
助
規
定

に
よ
る
調
査
を
行
い
、
該
当

し
た
物
件
に
対
し
て
、
町
内

業
者
に
よ
る
除
却
の
場
合

は
20
万
円
、
町
外
業
者
は

10
万
円
を
上
限
に
補
助
す
る

事
業
で
、
５
件
×
20
万
円
の

１
０
０
万
円
計
上
で
す
。

問　

近
年
、
耕
作
放
棄
地
が
大

変
増
加
し
て
い
る
が
、
耕
作

放
棄
地
に
対
す
る
費
用
は
予

算
計
上
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

耕
作
放
棄
地
に
関
す
る
助

成
等
の
費
用
は
、
現
状
で
は

計
上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

た
だ
し
、
現
在
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
に
よ
る
耕
作
放

棄
地
の
農
地
活
用
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問　

増
加
す
る
耕
作
放
棄
地
の

利
活
用
の
方
法
を
、
農
業
委

員
会
な
ど
と
と
も
に
考
え
る

と
か
、
耕
作
放
棄
地
を
農
業

利
用
す
る
場
合
の
助
成
制
度

な
ど
も
、
ぜ
ひ
令
和
４
年
度

中
に
検
討
し
て
実
施
に
移
し

て
も
ら
い
た
い
。

答　

そ
う
い
っ
た
事
も
踏
ま
え

て
、
令
和
４
年
度
に
改
め
て

協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

交
通
安
全
対
策
費
の
工
事

請
負
費
２
５
３
万
円
は
。

答　

各
地
区
か
ら
防
護
柵
や

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
の
要
望
に

対
応
す
る
た
め
、
町
内
一
円

の
交
通
安
全
施
設
設
置
工
事

に
１
１
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。　

　
　

さ
ら
に
、
馬
山
地
内
の

町
道
若
宮
大
塚
線
に
は
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
停
留
所
が
数
か

所
あ
り
ま
す
が
、外
側
線
（
白

線
）
が
消
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
令
和
３
年
度
の
通
学
路

合
同
点
検
に
お
い
て
、
下
小

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
引
き
直
し

の
要
望
が
あ
り
、
１
４
３
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
令
和
４
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算

【
歳
入
】

問　

基
金
繰
入
金
が
令
和
３
年

度
予
算
で
１
４
１
万
円
、
令

和
４
年
度
予
算
で
１
１
０　

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、

増
加
理
由
は
。

答　

主
な
要
因
は
、
国
保
税
を

１
３
０
６
万
１
千
円
減
収
と

見
込
ん
で
い
る
た
め
で
す
。

問　

基
金
残
高
が
３
８
７
０　

万
円
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、

令
和
４
年
度
末
の
見
込
金
額

か
。

答　

当
初
予
算
上
で
、
令
和
４

年
度
末
基
金
残
高
見
込
み
で

す
。

問　

理
想
的
な
基
金
残
高
額

は
。

答　

保
険
給
付
費
と
後
期
支

援
金
合
計
の
過
去
３
年
間

平
均
の
５
％
と
い
う
基
準
で

計
算
す
る
と
、
適
正
額
は

３
４
３
０
万
７
千
円
と
な
り
、

若
干
余
裕
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す

問　

国
保
税
は
３
年
毎
の
見
直

し
か
。

答　

平
成
21
年
か
ら
同
じ
税
率

で
す
。

問　

し
ば
ら
く
は
、
国
保
税
率

は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
理
解

で
よ
い
か
。

答　

令
和
４
年
度
予
算
に
お
い

て
は
、
現
状
の
税
率
で
す
。

◆
令
和
４
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算

【
歳
入
】

問　

諸
収
入
の
内
、
任
意
事
業

の
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
。

答　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯
を
対
象
に
、
毎
週
火

曜
日
の
昼
食
に
お
弁
当
を
配

達
す
る
と
と
も
に
、
安
否
確

認
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
報
告

し
て
い
た
だ

く
事
業
で
、

現
在
30
人
の

方
が
利
用
し

て
お
り
、
そ

の
利
用
料
収

入
で
す
。

【
歳
出
】

問　

地
域
支
援
事
業
費
の
内
、

任
意
事
業
の
１
４
７
万
５
千

円
は
。

答　

配

食

サ

ー

ビ
ス
が

約

１
０
０
万
円
、
成
年
後
見
制　

度
利
用
支
援
事
業
が
21
万
６　

千
円
で
す
。

問　

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援

事
業
の
利
用
者
は
何
人
か
。

ま
た
、
成
年
後
見
利
用
促
進

講
座
の
説
明
を
。

答　

利
用
者
は
施
設
入
所
中
の

１
名
で
す
。
月
額
１
万
８
千

円
の
12
カ
月
分
利
用
料
で

す
。　
　

　
　

成
年
後
見
利
用
促
進
講
座

は
、
努
力
義
務
と
し
て
中
核

機
関
を
設
置
す
る
よ
う
に
と

の
厚
労
省
か
ら
の
通
達
に
合

わ
せ
、
専
門
職
を
集
め
て
講

座
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
４
年
度
水
道
事
業
会

計
予
算

【
歳
入
】

問　

そ
の
他
雑
収
益
79
万
４
千

円
は
。

答　

電
柱
占
用
料
と
し
て
Ｎ
Ｔ

Ｔ
電
柱
３
本
分
と
東
京
電
力

の
電
柱
８
本
を
見
込
ん
で
い

る
の
と
、
原
発
事
故
に
伴
う

水
質
調
査
費
用
損
害
賠
償
金

と
し
て
、
東
京
電
力
（
株
）

が
令
和
３
年
度
調
査
委
託
費

77
万
４
千
円
を
補
填
す
る
も

の
で
す
。

問　

放
射
能
検
査
の
調
査
回
数

は
何
回
で
、
結
果
は
い
か
が

か
。

答　

町
内
各
浄
水
場
給
水
区
域

内
16
か
所
を
年
４
回
検
査
し

て
い
ま
す
。
検
査
結
果
は
測

定
値
以
下
の
た
め
未
検
出
で

す
。

問　

水
質
調
査
の
他
に
、
浄
水

場
の
汚
泥
調
査
は
行
っ
て
い

る
か
。

答　

浄
水
場
施
設
で
の
汚
泥
調

査
は
、
国
の
基
準
に
よ
り
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
町
の

施
設
は
対
象
外
の
た
め
、
調

査
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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一
般
質
問

議
員　

こ
こ
数
年
で
コ
ン
ビ
ニ

や
金
融
機
関
の
支
店
等
が
閉

鎖
さ
れ
て
い
る
深
刻
な
現
状

と
、
い
ず
れ
は
誰
し
も
免
許

証
返
納
の
時
期
が
や
っ
て
く

る
。
10
年
前
と
現
在
の
小
売

業
等
店
舗
の
状
況
は
。 

商
工
観
光
課
長　

平
成
19
年
か

ら
平
成
28
年
の
10
年
間
で
食

料
品
等
小
売
業
及
び
飲
食
店

の
合
計
で
約
52
件
減
少
し
て

い
ま
す
。 

議
員　

後
継
者
の
い
る
店
舗
は
。 

商
工
観
光
課
長　

３
か
ら
４
割

程
度
と
思
わ
れ
ま
す
。 

議
員　

町
の
取
り
組
み
で
行

政
、
商
工
会
、
企
業
が
協
力

し
た
買
い
物
弱
者
に
対
す
る

支
援
体
制
は
い
か
が
か
。 

商
工
観
光
課
長　

商
工
会
で
は
、

買
物
サ
ー
ビ
ス
便
利
帳
を
作

成
、
商
業
協
同
組
合
で
は
買

い
物
支
援
配
達
出
前
マ
ッ
プ

を
作
成
。
町
も
助
言
や
補
助

を
し
て
い
ま
す
。

議
員　

町
が
具
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
支
援
は
。 

福
祉
課
長　

町
営
バ
ス
は
70
歳

以
上
の
方
は
無
料
で
す
。

 

　

他
に
集
落
高
齢
者
等
タ
ク

シ
ー
利
用
券
交
付
事
業
や
シ

ニ
ア
カ
ー(

ハ
ン
ド
ル
型
電
動

車
イ
ス
・
運
転
免
許
不
要)
購

入
助
成
金
事
業
が
あ
り
ま
す
。 

議
員　

町
は
事
業
者
の
商
品
や

燃
料
等
の
生
活
必
需
品
安
定

供
給
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
。 

商
工
観
光
課
長　

創
業
者
の
育

成
と
地
域
活
性
化
に
寄
与
す

る
目
的
で
、
上
限
１
０
０
万

円
の
下
仁
田
町
創
業
支
援
事

業
補
助
金
要
綱
を
制
定
し
、

そ
の
補
助
金
を
活
用
し
て
12

店
舗
増
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
店
舗
減
少
に
よ
り
住
民

が
不
便
を
感
じ
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
町
と
し
て
も
新
た
な

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。 

議
員　

町
長
の
考
え
は
。 

町
長　

買
物
弱
者
の
問
題
で
、

①
買
物
の
場
を
つ
く
る
②
家

ま
で
商
品
を
届
け
る
③
出
か

け
易
く
す
る
と
、
３
要
素
あ

り
ま
す
が
、
特
に
③
は
交
通

弱
者
に
も
関
係
し
ま
す
。
総

合
的
に
３
つ
の
要
素
を
う
ま

く
立
ち
上
げ
る
方
向
で
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問答
将
来
ど
う
す
る　

買
い
物
弱
者

総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い

岡田邦敏　議員

問答
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
支
援
を

実
態
把
握
と
環
境
づ
く
り
を
進
め
た
い

議
員　

18
歳
未
満
の
子
供
で
、

何
ら
か
の
都
合
で
家
族
の
面

倒
を
見
て
い
る
子
ど
も
の
こ

と
を
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
呼

ぶ
が
、
昔
の
よ
う
な
大
家
族

は
減
少
し
核
家
族
化
が
進
み
、

ひ
と
り
親
家
庭
が
増
加
傾
向

に
あ
る
中
で
、
小
中
高
と
本

来
勉
強
や
部
活
ま
た
遊
び
と

一
番
い
い
時
期
を
、
ケ
ア
が

必
要
な
家
族
の
た
め
に
時
間

を
取
ら
れ
て
し
ま
う
子
ど
も

が
町
内
に
い
る
か
、
現
状
の

調
査
及
び
把
握
は
。 

教
育
課
長　

県
で
は
県
立
高
校

等
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
、
ま
た
前
橋
市
で
も
小
中

学
生
を
対
象
に
調
査
を
し
ま

し
た
が
、
総
じ
て
実
態
調
査

は
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
町
内
の
小
中
学
生
で

学
校
が
把
握
し
て
い
る
限
り

で
は
該
当
者
は
い
ま
せ
ん
が
、

各
家
庭
へ
の
調
査
は
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
実
態
把
握
は
出

来
て
い
ま
せ
ん
。

議
員　

今
後
は
調
査
す
る
に
あ

た
り
十
分
配
慮
し
、
仮
に
該

当
者
が
い
て
ヘ
ル
パ
ー
を
要

請
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
町

が
支
援
を
し
た
ら
ど
う
か
。 

教
育
課
長　

県
の
調
査
や
国
の

政
策
を
注
意
深
く
見
守
り
な

が
ら
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が

必
要
か
学
校
や
福
祉
関
係
と

連
携
し
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

議
員　

福
祉
課
は
い
か
が
か
。

福
祉
課
長　

町
内
に
お
け
る
ヤ　

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
は
明

確
で
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
　

教
育
現
場
の
関
係
者
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
の
方
や
福

祉
現
場
の
方
か
ら
も
情
報
を

い
た
だ
き
、
実
態
把
握
に
努

め
ま
す
。
今
で
き
る
こ
と
と
し

て
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い

う
存
在
を
社
会
全
体
で
認
識

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。
ま
た
、
こ
ど
も
自
身
が

周
囲
の
大
人
に
助
け
を
求
め

ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
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議
員　

太
陽
光
発
電
に
係
る
大

規
模
土
地
開
発
事
業
に
関
す

る
検
討
は
ど
の
程
度
か
。

企
画
課
長　

全
課
に
意
見
照
会

を
し
、
確
認
事
項
を
事
業
者

へ
提
出
済
で
す
。
各
種
の
開

発
に
関
す
る
法
令
や
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
よ
り
粛
々
と
事
務

処
理
し
ま
す
。

議
員　

大
規
模
土
地
開
発
事
業

の
可
否
の
判
断
基
準
は

企
画
課
長　

地
元
住
民
や
議
会

の
意
見
等
も
踏
ま
え
可
否
判

断
し
ま
す
。

議
員　

開
発
面
積
20
～
25
ha
程

度
、
出
力
２
万
kW
、
４
万
６
千

枚
の
パ
ネ
ル
の
設
置
の
計
画
、

構
想
書
で
は
実
測
地
65
ha
。

２
段
３
段
の
開
発
推
進
の
懸

念
は
。

企
画
課
長　

予
定
地
に
は
保
安

林
も
あ
り
、
残
地
森
林
を
残

す
指
導
を
受
け
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

議
員　

今
回
の
地
元
へ
の
回
覧

に
企
業
は
含
ま
れ
て
い
な
い

が
。

保
健
課
長　

地
元
区
長
と
協
議

す
る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。

議
員　

回
覧
を
見
て
い
な
い
方

も
多
数
い
る
。
説
明
会
が
必

要
と
思
う
が
。

保
健
課
長　

説
明
会
開
催
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

議
員　

「
地
域
の
理
解
を
得
な

が
ら
、
適
正
か
つ
設
置
・
管
理
」

と
あ
る
が
、「
地
域
」
と
は
。

保
健
課
長　

施
設
の
周
辺
地
域

が
妥
当
と
考
え
ま
す
。

議
員　

「
理
解
を
得
る
。」
と
は

ど
の
程
度
の
こ
と
か
。

保
健
課
長　

施
工
か
ら
日
常

管
理
、
最
終
的
な
事
業
終
了

に
至
る
ま
で
の
長
期
間
に
わ

た
っ
て
、
近
隣
住
民
の
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い

よ
う
に
、
法
令
を
遵
守
し
、

良
好
な
管
理
す
る
こ
と
を
説

明
し
、
町
民
の
納
得
を
得
る

こ
と
と
考
え
ま
す
。

議
員　

今
回
の
回
覧
資
料
で
は

不
備
だ
と
思
う
。「
理
解
、
納

得
す
る
。」
と
は
、「
全
員
」

の
こ
と
か
。

保
健
課
長　

今
の
段
階
で
は
何

と
も
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。　
　
　

議
員　

事
業
概
要
書
に
施
工
・

維
持
管
理
・
撤
去
・
廃
棄
等

の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
な
い
、

不
十
分
で
は
な
い
か
。

保
健
課
長　

事
業
の
進
捗
に
応

じ
た
説
明
機
会
は
設
け
ま
す
。

議
員　

今
後
の
対
応
は
。

町
長　

コ
ロ
ナ
禍
で
資
料
の
回

覧
に
な
っ
た
と
思
う
が
、
手

順
を
踏
み
、
地
元
住
民
の
理

解
を
求
め
て
い
き
ま
す
。　

議
員　

申
請
地
は
景
観
計
画
区

域
内
か
。

建
設
水
道
課
長　

下
仁
田
町
全

域
が
景
観
計
画
区
域
で
す
。

議
員　

街
な
か
か
ら
現
地
が
目

に
入
る
。
説
明
の
必
要
は
。

建
設
水
道
課
長　

景
観
条
例
の

場
合
、
特
に
地
元
の
説
明
を

求
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員　

条
例
の
目
的
の
「
良
好

な
景
観
の
形
成
」
に
反
し
な

い
か
。

町
長　

景
観
条
例
自
体
は
太

陽
光
発
電
を
意
識
し
て
い
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
、
太
陽
光

発
電
の
適
用
範
囲
か
は
難
し

い
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

議
員　

下
仁
田
町
環
境
基
本
条

例
で
は
、「
町
民
と
は
町
内
に

居
住
、
叉
は
滞
在
若
し
く
は

通
過
す
る
も
の
。」
と
あ
る
。

事
業
に
よ
る
生
活
環
境
へ
の

影
響
は
あ
る
と
思
う
か
。　

保
健
課
長　

概
要
が
出
た
ば
か

り
の
初
期
段
階
で
す
。
今
の

段
階
で
影
響
の
有
無
を
申
し

上
げ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

議
員　

町
民
の
意
見
の
反
映
は
。

町
長　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
、
条
例
は
条
例
で

す
。
そ
れ
に
抵
触
す
る
か
ど

う
か
、
こ
の
案
件
が
進
ん
だ

中
で
の
判
断
で
す
。

議
員　

調
整
池
そ
の
も
の
が
脅

威
に
な
ら
な
い
か
。

企
画
課
長　

県
か
ら
詳
細
な
設

計
等
の
指
導
が
な
さ
れ
ま
す
。

議
員　

川
井
地
区
の
断
層
は
活

断
層
で
、
震
度
６
以
上
の
可

能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
。
現

地
は
中
央
構
造
線
上
に
位
置

す
る
が
、
将
来
的
に
安
全
と

言
え
る
か
。

町
長　

大
規
模
土
地
開
発
の
可

否
を
判
断
す
る
上
で
、
様
々

な
条
件
が
必
要
で
す
。
町
が

可
と
し
た
後
は
、
県
が
検
討

し
ま
す
。
地
震
に
関
し
て
、

安
全
か
危
険
か
と
い
う
判
断

は
大
変
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　

構
造
物
の
設
計
に
関

し
、
職
員
で
検
証
が
出
来
る

の
か
。

企
画
課
長　

群
馬
県
へ
提
示
さ

れ
る
資
料
に
よ
り
、
県
で
検

証
、
審
査
し
ま
す
。

議
員　

申
請
者
の
履
歴
事
項
全

部
証
明
書
に
は
「
産
業
廃
棄

物
の
収
集
、
運
搬
、
及
び
処

理
業
」
の
項
目
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
産
業
廃
棄
物
の
中

間
処
理
や
最
終
処
分
場
へ
の

発
展
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

保
健
課
長　

産
業
廃
棄
物
処
分

は
、
事
業
者
が
自
ら
の
責
任

で
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
法
律
規
定
が
あ
り

ま
す
。
廃
棄
物
を
出
す
よ
う

な
業
種
な
ら
ば
、
当
然
、
自

ら
片
付
け
る
業
種
が
あ
る
の

は
不
自
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員　

20
年
前
の
産
廃
最
終
処

分
場
問
題
の
思
い
は
さ
せ
た

く
な
い
。
下
仁
田
町
環
境
基

本
条
例
は
、
確
認
を
含
め
見

直
し
の
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

町
長　

様
々
な
諸
法
に
抵
触
し

な
い
よ
う
、
ク
リ
ア
し
、
地

元
住
民
の
確
認
、
承
認
、
議

会
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺

い
、
可
否
の
判
断
に
繋
が
る

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

感
覚
で
こ
の
状
況
を
み
て
い

ま
す
。

　
　

皆
さ
ん
の
意
見
の
中
で
の

最
終
判
断
だ
と
思
い
ま
す
。

問答
太
陽
光
発
電
事
業
の
事
業
者
へ
の

今
後
の
対
応
は

手
順
を
踏
み
、
地
元
住
民
の
理
解
を
求
め
て

い
た
だ
く

佐藤　博　議員

太陽光発電施設の例 (東町地内：東第２団地 )

一
般
質
問



10２０２２ 春号

議
員　

※

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
授
業
が
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
た
か
、
ま
た

変
わ
る
の
か

教
育
課
長　

平
成
29
年
度
に
小

学
校
で
※

タ
ブ
レ
ッ
ト
50
台
、

中
学
校
で
47
台
購
入
し
授
業

で
活
用
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
町
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の

目
的
を
学
習
の
道
具
と
し
て

日
常
的
に
利
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
一
人
一
人
の
「
主
体

的
で
対
話
的
で
深
い
学
び
を

実
現
す
る
こ
と
」
と
定
め
て
、

学
校
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で

き
て
い
ま
す
。

議
員　

子
ど
も
の
学
習
へ
の
習

熟
度
や
課
題
は
い
か
が
か
。

教
育
課
長　

課
題
の
ひ
と
つ
は

授
業
で
の
使
い
方
で
す
。
ど

う
や
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的

に
使
い
授
業
改
善
を
行
う
か

を
、
委
託
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
専
門
家
が
先
生
を
指
導

し
、
ま
た
担
当
の
先
生
が
打

ち
合
わ
せ
を
頻
繁
に
行
っ
て

い
ま
す
。

議
員　

不
登
校
・
い
じ
め
問

題
に
対
応
す
る
際
に
も
効
果

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
教

育
課
長　

様
々
な
事
情
で
毎

日
は
登
校
で
き
な
い
子
ど
も

に
は
、
子
ど
も
の
体
調
に
も

よ
り
ま
す
が
、
家
庭
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
利
用
が
可
能
な
場

合
は
持
ち
帰
り
、
リ
モ
ー
ト

授
業
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

で
、
既
に
中
学
校
で
は
令
和

２
年
度
か
ら
、
小
学
校
で
も

今
年
度
実
施
し
て
お
り
、
授

業
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
す
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。

議
員　

学
校
と
し
て
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
よ
る
教
育
機
能
の
変
化
は
。

教
育
課
長　

国
の
※

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
、「
教

師
が
主
役
」
か
ら
「
子
ど
も

が
主
役
」
の
授
業
に
転
換
し

つ
つ
あ
り
、
従
来
と
は
違
っ

た
、
大
き
な
変
化
が
起
き
て

い
ま
す
。

議
員　

リ
ス
ク
管
理
に
つ
い

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
あ
る
の
か
。

教
育
課
長　

教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
現
場
の
教
員
の
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
昨
年

７
月
に
教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
策
定
し
運

用
し
て
い
ま
す
。

議
員　

地
域
を
知
る
学
習
は
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
か
教
育

課
長　

「
下
仁
田
学
習
」
と

し
て
、
郷
土
の
産
業
・
歴
史

文
化
等
を
学
ぶ
授
業
を
小
学

校
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
体
系
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

議
員　

コ
ロ
ナ
禍
と
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
で
の
中
学
生
の
派
遣

事
業
は
い
か
が
か
。

教
育
課
長　

令
和
２
年
度
３
年

度
と
２
年
連
続
で
実
施
で
き

ず
、
生
の
英
語
に
触
れ
、
異

国
の
生
活
や
文
化
に
触
れ
る

機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
は
非

常
に
残
念
に
思
い
ま
す
。

　
　

令
和
４
年
度
は
、
国
内
で

２
泊
３
日
程
の
日
程
で
中
学

２
年
生
全
員
を
対
象
に
研
修

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

議
員　

中
学
生
が
人
口
減
少
対

策
な
ど
を
町
長
へ
提
言
し
た

が
、
そ
れ
を
受
け
て
の
感
想

は
。

町
長　

ま
ず
一
つ
目
が
、
保
育

園
、
小
中
高
一
貫
教
育
を
し

た
ら
ど
う
か
と
い
う
提
言
が

あ
り
ま
し
た
。
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
と
も
に
あ
り
、

難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
総
意
が
あ
れ

ば
、
十
分
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

二
つ
目
は
、
子
育
て
世
代

の
た
め
の
公
園
が
欲
し
い
と

い
う
要
望
で
す
。
以
前
よ
り

町
民
か
ら
は
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
公
園
を
作
り
、
学

校
と
と
も
に
、
も
っ
と
外
で

遊
ぶ
形
も
考
え
て
い
っ
た
ほ

う
が
い
い
と
い
う
感
覚
で
い

ま
す
。

問

問

答

答

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
取
り
組
み
効
果
は

子
ど
も
が
主
役
の
授
業
へ

転
換
し
つ
つ
あ
る

コ
ロ
ナ
禍
の
海
外
派
遣
事
業
は

代
替
事
業
を
国
内
で
実
施
予
定

岩崎正春　議員

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
通
信
技
術

を
活
用
し
た
教
育

※
タ
ブ
レ
ッ
ト

　

携
帯
で
き
る
情
報
端
末
の
こ
と
。

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
と
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
中
間
的
な
端
末

※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

　

G
R
O
B
A
L

　

I
N
N
O
V
A
T
I
O
N　

GATEWAY　

FOR　

ALL

の
略
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の

通
信
技
術
）
を
積
極
活
用
し
、「
誰

一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
個
別

最
適
化
さ
れ
た
学
び
」
を
目
指

す
文
部
科
学
省
お
よ
び
政
府
主

体
の
施
策
。
学
校
教
育
に
お
い

て
、
児
童
生
徒
１
人
１
台
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
、
高
速
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
、
デ
ジ
タ
ル
教

材
の
活
用
等
を
行
う
構
想
。

下仁田小学校におけるＩＣＴ教育の様子

一
般
質
問
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審
議
結
果

議
案
番
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　議　案　名　等

小
井
土
光
弘

大

手

博

幸

佐
々
木
信
也

岡

田

邦

敏

木

暮

弘

元

岩

崎

正

春

佐

藤
　

博

千

野

榮

治

堀

口

博

志

岡

田

武

二

佐

藤

公

夫

審
議
結
果

1
専決処分の承認を求めることについて
（人権擁護委員候補者の推薦について）（石井利子氏を選任）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

2

専決処分の承認を求めることについて
（下仁田町福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例）

群馬県福祉医療費補助金交付要綱の一部改正に伴う条例改正で、 
重度心身障害者医療助成の所得制限導入等）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

3

専決処分の承認を求めることについて
（下仁田町国民健康保険条例の一部を改正する条例）

産科医療補償制度見直しで、掛金が１万６千円から１万２千円に
引き下げられることに伴い、少子化対策としての重要性に鑑み、
現行支給総額４２万円維持のため、出産育児一時金支給額を
４０万４千円から４０万８千円に改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

4

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度下仁田町一般会計補正予算（第５号））

歳入歳出２億６,６２２万１千円追加し、総額５３億６,９４３万２千
円とする補正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

5

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度下仁田町水道事業会計補正予算（第２号））

事業費用２２８万９千円減額し、費用２億３,８１５万円とし、資本的
収入８３万５千円増額、資本的支出３１０万７千円増額し、資本的収
入９,４１４万９千円、資本的支出１億６,６７６万９千円とする補正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

6 下仁田町固定資産評価審査委員会委員の選任について 
（福田保幸氏を選任）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

諮問 
１

人権擁護委員候補者の推薦について
（神戸百合子氏を推薦）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

諮問
２

人権擁護委員候補者の推薦について
（阿久澤康之氏を推薦）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

7

群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について
総合事務組合の加入団体が、組合から脱退せずに、常勤職員に係
る退職手当支給事務の共同処理を終了する場合、退職手当の支給
事務に係る負担金の還付又は特別徴収を行えるようにする等

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

8

下仁田町個人情報保護条例の一部を改正する条例
国の「行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律」及び「独
立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」の廃止に
伴い「個人情報保護に関する法律」に一本化されることによる条
例改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

9
下仁田町議会の議員の諸給与支給条例の一部を改正する条例
令和４年度以降の期末手当の支給割合を年間４．４５ヶ月から
０．１５月減じて４．３０月に改定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

10

下仁田町長、副町長及び教育長の諸給与支給条例の一部を
改正する条例
国の人事院勧告に基づき、国の給与法が改正されたことに伴い、
令和４年度以降の期末手当の支給割合を年間４．４５ヶ月から
０．１５月減じて４．３０月に改定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

11
下仁田町職員の給与に関する条例及び下仁田町一般職の
任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例
（国の人事院勧告に伴う職員の期末手当支給割合の改正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

12 下仁田町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
（育児休業をすることができない職員の条件緩和等）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

13
下仁田町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例
審査委員会への審査申出書等の押印廃止、インターネットを活用
した電子書類の提出を可能とするための改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

14
下仁田町福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例
子どもの福祉医療費助成対象者を１８歳に達する日以後の最初の
３月３１日までに拡大

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

審 議 結 果

３月定例会（８日～ 18 日開催）　　　　　　　　○は賛成、×は反対を表しています。
(島﨑紘一議長を除く１１人で採決を行います。)

（ )

（ )

（ )

（ )

（ )

（ )

（ )

（ )

（ )

（ )



12２０２２ 春号

議
案
番
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　議　案　名　等

小
井
土
光
弘

大

手

博

幸

佐
々
木
信
也

岡

田

邦

敏

木

暮

弘

元

岩

崎

正

春

佐

藤
　

博

千

野

榮

治

堀

口

博

志

岡

田

武

二

佐

藤

公

夫

審
議
結
果

15
下仁田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
地方税法の改正に伴う改定で、世帯に未就学児の被保険者がある
場合、世帯主に賦課する国保税均等割額を半額にする改正等

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

16
下仁田町小口資金融資促進条例の一部を改正する条例
（小口資金融資の返済負担軽減策として、平成１５年度から実施の
借換制度を、令和４年度も１年延長するための改正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

17

下仁田町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例
令和２年の道路法施行令改正により、道路占用料が現在の地価水
準を反映した額へ改正されたことに伴い、道路法に準拠し、群馬
県道路占用料徴収条例に沿った金額に改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

18

下仁田町消防団条例
国の消防組織法に準じての条文の追加と消防団員の定数を現行の
１８２人から１６０人への改正、消防庁長官通達による消防団員の
報酬増額等の処遇改善等）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

19 下仁田町議会の議員の諸給与の特例に関する条例
（５ページの記事参照）

○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × 可決

20 財産の処分について
（下仁田町林業総合センターの下仁田町森林組合への無償譲渡）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

21
下仁田町林業総合センターの設置及び管理に関する条例を
廃止する条例
（下仁田町林業総合センターの無償譲渡に関連し、条例を廃止）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

22
指定管理者の指定について（道の駅しもにた）
道の駅しもにたの管理を、令和４年４月１日から令和９年３月３１日
の５年間「(有 )産業開発しもにた」に指定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

23 令和３年度下仁田町一般会計補正予算（第６号）
（歳入歳出１億１,３０９万１千円追加し、総額５４億８,２５２万３千円とする補正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

24 令和３年度下仁田町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
（歳入歳出３,９８１万２千円追加し、総額９億７,７７１万４千円とする補正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

25
令和３年度下仁田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
歳入歳出１,１０９万１千円減額し、総額１億４,０４７万８千円と
する補正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

26 令和３年度下仁田町介護保険特別会計補正予算（第２号）
（歳入歳出６９万２千円追加し、総額１４億３,１６８万３千円とする補正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

27 令和３年度下仁田町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）
（歳入歳出１,２８３万８千円減額し、総額６,９２０万２千円とする補正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

28 令和４年度下仁田町一般会計予算
（歳入歳出総額４８億１,６００万円）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

29 令和４年度下仁田町国民健康保険特別会計予算
（歳入歳出総額９億２,９７４万７千円）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

30 令和４年度下仁田町後期高齢者医療特別会計予算
（歳入歳出総額１億５,３３８万１千円）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

31 令和４年度下仁田町介護保険特別会計予算
（歳入歳出総額１４億５０２万２千円）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

32 令和４年度下仁田町浄化槽整備事業特別会計予算
（歳入歳出総額７,９５４万５千円）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

33
令和４年度下仁田町水道事業会計予算
事業収益２億４,２２２万円、事業費用２億３,６０８万円
資本的収入９,７０１万１千円、資本的支出１億６,７２３万４千円

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

審
議
結
果

（ )

（ )

（ )

（ )

（ )

（ )

（ )

受付
番号

件　名 申請者
審議
結果

4

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転について

国民的議論を行い、憲法に基づき公正かつ民主的に解決するべきとする意

見書の採択を求める陳情

「新しい提案」実行委員会責任者
安里長従

継続
審査

5
安全・安心の医療・介護・福祉を確立し国民のいのちと健康を守るための

国に対する意見書を求める陳情書

群馬県医療労働組合連合会
中央執行委員長　

出浦匠人

趣旨
採択

陳情の審査結果

趣旨採択 :内容について、全体には賛成できないが、その趣旨、考え方に賛成である場合。

継続審査：会期中に議案などの審査や調査を終了することが困難な場合に、議会の議決によって、
　　　　　会期が終了した閉会後も引き続いて委員会で審査や調査を行うこと。
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行
事
報
告
・
広
域
圏
等
議
会

◆
富
岡
甘
楽
広
域
圏
議
会

　

令
和
４
年
３
月
定
例
会

　
　
　
　
（
2
月
24
日
開
催
）

・
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

・
衛
生
管
理
セ
ン
タ
ー
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

・
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

・
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

改
正

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
規
約
変
更
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て

・
群
馬
県
市
町
村
公
平
委
員
会

を
共
同
設
置
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
増
加
及
び

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
令
和
４
年
度
衛
生
管
理
セ
ン

タ
ー
事
業
特
別
会
計
予
算

関
係
市
町
負
担
金
の
分
賦

割
合
に
つ
い
て

・
衛
生
管
理
セ
ン
タ
ー
事
業
特

別
会
計
予
算

　
　

以
上
８
議
案
は

　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

　

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

関
係
市
町
村
負
担
金
の
分

賦
割
合
に
つ
い
て

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
以
上
２
議
案
は

　
　
　
　
　
賛
成
多
数
で
可
決　

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
同
意

◆
下
仁
田
南
牧

　
　
　
　
医
療
事
務
組
合
議
会
　
　
　

　
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会

（
２
月
28
日
・
３
月
22
日
開
催
）

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
規
約
変
更
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て

・
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

・
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

改
正

・
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

・
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

・
令
和
３
年
度
補
正
予
算
（
第

４
号
）

・
令
和
４
年
度
予
算

　
　
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

　

広
域
圏
・
病
院
・
環
境
衛
生
議
会
ニ
ュ
ー
ス

◆
甘
楽
西
部
環
境
衛
生

　
　
　
　
　
　
施
設
組
合
議
会

　
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会

（
２
月
28
日
・
３
月
22
日
開
催
）

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
規
約
変
更
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て

・
令
和
４
年
度
予
算

・
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

改
正

　
　

す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

※
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ

　
　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
観
光
物
件
、

自
然
、
食
、
芸
術
・
芸
能
、
風

習
、
風
俗
な
ど
地
域
に
あ
る
観

光
資
源
に
精
通
し
、
地
域
と

協
同
し
て
観
光
地
域
作
り
を

行
う
法
人
。  

D
estin

atio
n 

Management 
Organization

の
略
。

　
　

観
光
庁
が
規
定
し
た
日
本

版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、
『
地
域
の

「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出
す
と

と
も
に
地
域
へ
の
誇
り
と
愛

着
を
醸
成
す
る
「
観
光
地
経

営
」
の
視
点
に
立
っ
た
観
光

地
域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
と

し
て
、
多
様
な
関
係
者
と
協

同
し
な
が
ら
、
明
確
な
コ
ン

セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
観
光
地

域
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め

の
戦
略
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
戦
略
を
着
実
に
実
施
す

る
た
め
の
調
整
機
能
を
備
え

た
法
人
』

第
１
回
Ｄ
Ｍ
Ｏ
勉
強
会

　
令
和
４
年
２
月
18
日(

金)

　
　
　
　
役
場
２
０
１
会
議
室

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
勉
強
会
と
な
っ
た

が
、
国
土
交
通
省
観
光
庁
観
光

地
経
営
推
進
課
の
吉
田
氏
を
講

師
に
、
※

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
仕

組
み
や
役
割
や
意
義
な
ど
に
つ

い
て
、
理
解
を
深
め
る
と
同
時

に
、
下
仁
田
町
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
利
活
用
等
に
つ
い
て
も
講

義
を
受
け
た
。

▼
表
彰

群
馬
県
町
村
議
会

議
長
会
表
彰

■
特
別
表
彰

　
（
議
員
23
年
以
上
在
職
）

堀
口
博
志
議
員

■
一
般
表
彰

　
（
議
長
４
年
以
上
在
職
）

　
　
島
﨑
紘
一
議
員

■
一
般
表
彰

　
　
（
議
員
10
年
以
上
在
職
）

木
暮
弘
元
議
員

議
員
参
加
行
事



14２０２２ 春号

二
〇
二
二
年
　
春
号

（
第
　
97
　
号
）

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
六
八
二
番
地

発
行
／
下
仁
田
町
議
会
議
長　

島
﨑　

紘
一

編
集
／
広
報
発
行
特
別
委
員
会　

☎
０
２
７
４-

６
４-

８
８
１
０

印
刷
／
荒
瀬
印
刷
株
式
会
社

議
会
だ
よ
り

広
報
発
行
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

佐
藤　
　

博

副
委
員
長　

大
手　

博
幸

委
員　
　
　

小
井
土
光
弘

　
　
　
　
　

佐
々
木
信
也

　
　
　
　
　

岡
田　

邦
敏

　
　
　
　
　

堀
口　

博
志

　
　
　
　
　

岡
田　

武
二

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
受
け
て
、
働
き
方
が

大
き
く
変
化
し
、
※

テ
レ
ワ
ー

ク
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
と
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
っ

た
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

を
活
用
し
、
時
間
や
場
所
を
有

効
に
活
用
で
き
る
柔
軟
な
働
き

方
で
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
に
よ
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
ス
タ
イ

ル
に
応
じ
た
働
き
方
が
可
能
と

な
る
ほ
か
、
企
業
の
生
産
性
の

向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
施
設
が
、
平
成
30

年
に
建
設
さ
れ
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
経
費
の
節
減
、
安

定
し
た
管
理
を
図
る
た
め
、
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
現

在
は
株
式
会
社
サ
ン
ア
メ
ニ

テ
ィ
が
管
理
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

シ
リ
ー
ズ 

町
の
施
設
⑨

テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス

議
会
だ
よ
り

編
集
室
か
ら

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
発
生
し
、
２
年

余
り
。
幾
度
と
な
く
緊
急

事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
が
発
動
し
、

恐
怖
と
感
染
防
止
、
行
動

制
限
、
３
密
回
避
と
、
私

た
ち
を
取
り
巻
く
生
活
環

境
は
様
変
わ
り
し
ま
し

た
。

　

我
慢
と
自
粛
の
中
、
ま

た
今
年
も
桜
が
咲
き
ま
し

た
。

　

季
節
と
暦
は
私
た
ち
の

心
労
を
知
る
か
知
ら
ぬ

か
、
立
ち
止
ま
り
ま
せ
ん
。

い
や
お
う
な
し
に
２
つ
の

年
を
重
ね
ま
し
た
。

　

先
日
、
嫁
か
ら
、
孫
が

小
学
校
に
入
学
し
た
と
写

真
と
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
遠
く
離
れ
て

い
て
も
、
時
が
流
れ
て
い

る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　

堀
口
博
志

次の定例会は６月です
　なお、新型コロナウイルス感染症拡大
防止を考慮し、体温37.5℃以上の方、体
調不良の方は、議会傍聴をご遠慮いただ
きますようお願い申し上げます。
議会関連のお問い合わせは
　☎0274-64-8810
議会だより、会議録の他、
町の情報は
下記のホームページをご覧下さい。
http://wwww.town.shimonita.lg.jp/

　

利
用
申
し
込
み
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

プ
ラ
ン
は
、
月
額
利
用
と
ス

ポ
ッ
ト
（
１
日
の
み
の
利
用
）

が
あ
り
ま
す
。

　

ご
利
用
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　
☎
０
２
７
４-

64-

８
８
０
５

※
テ
レ
ワ
ー
ク

　

｢tele=

離
れ
た
所｣

と｢work=

働

く｣

を
あ
わ
せ
た
造
語

テレワークオフィス

チャレンジショップ

下仁田町公認キャラクター
「にゃくっち」

・マスク着用
・手洗い励行
・３密避けて


